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病理医という仕事

わたしのおしごと

新任 Dr.紹介 ・ちょっと教えて！・元気のモト

信頼と連携の輪
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Doctor's
eye

病
理
医
と
い
う
仕
事

　

患
者
さ
ん
か
ら
採
取
さ
れ
た
臓
器

や
組
織
、
細
胞
を
、
肉
眼
や
顕
微
鏡

で
観
察
し
、
そ
の
形
態
の
特
徴
か
ら

病
変
を
診
断
し
、
治
療
に
必
要
な
情

報
を
臨
床
医
に
報
告
す
る
の
が
病
理

医
の
仕
事
で
す
。

　

採
取
さ
れ
た
検
体
を
、
臨
床
検
査

技
師
が
標
本（
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
）
に

し
、
そ
れ
を
病
理
医
が
顕
微
鏡
で
観

察
し
、
診
断
を
下
し
ま
す
。
当
院
に

は
、
臨
床
検
査
技
師
３
名（
う
ち
２

名
は
細
胞
検
査
士
）、
補
助
者
１
名

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

病
理
医
の
し
ご
と
は
主
に
３
つ
。

①
病
理
組
織
学
的
診
断　

②
細
胞
診　

③
病
理
解
剖（
部
検
）
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

病
気
に
は
、
炎
症
、
腫
瘍
、
循
環

障
害
、
免
疫
異
常
、
代
謝
障
害
、
染

色
体
・
遺
伝
子
異
常
な
ど
、
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
病
気

で
そ
の
病
気
特
有
の
組
織
、
細
胞
の

形
の
変
化
が
現
れ
ま
す
。
病
理
組
織

学
的
診
断
は
、
病
変
部（
病
気
の
部

分
）
か
ら
採
取
し
た
組
織
の
形
を
直

接
観
察
す
る
こ
と
で
診
断
し
て
い
き

ま
す
。

　

採
取
し
た
組
織
か
ら
パ
ラ
フ
ィ
ン

　

ふ
だ
ん
病
院
へ
行
っ
て
も
な
か
な
か
接
す
る
機
会
の
少
な
い
病
理
医
。
実
は
病
理
医
の
診
断
に

よ
っ
て
治
療
方
針
が
決
定
す
る
な
ど
、
病
理
医
の
し
ご
と
は
わ
た
し
達
が
医
療
を
受
け
る
臨
床
の

現
場
と
、
非
常
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
当
院
の
病
理
診
断
科
・
部
長
の
畠
中
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

病理診断科　部長
医学博士
日本病理学会　専門医・病理専門医研修指導医
日本臨床細胞学会　専門医・教育研修指導医

Shingo Hatanaka
畠中 真吾

病
理
医
と
は

① 

病
理
組
織
学
的
診
断

も
う
す
こ
し
詳
し
く
言
い
ま
す
と

病
理
診
断
科
に
つ
い
て
教
え
て
　

く
だ
さ
い
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ま
た
手
術
中
に
提
出
さ
れ
た
検
体

を
凍
結
後
に
薄
切
し
、
リ
ン
パ
節
へ

の
転
移
の
有
無
や
、
断
端
へ
の
腫
瘍

浸
潤
の
有
無
を
観
察
し
、
判
定
す
る

の
が
術
中
迅
速
診
断
で
す
。
20
～
30

分
程
度
で
判
定
し
、
直
ち
に
執
刀
医

に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
手
術
前
に
診
断

が
確
定
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、
病

変
の
範
囲
が
分
か
り
に
く
く
、
術
中

に
切
除
範
囲
を
決
定
し
た
い
場
合
、

転
移
の
有
無
を
知
り
た
い
場
合
な
ど

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
科
は
比
較
的
小
さ
な
部
署
で
す

が
、
抗
原
抗
体
反
応
を
用
い
た
免
疫

組
織
化
学
染
色
を
積
極
的
に
行
い
、

よ
り
精
度
の
高
い
診
断
を
行
う
よ
う

ブ
ロ
ッ
ク
を
作
製
し
ま
す
。
こ
れ
を

薄
く
切
り（
薄
切
）染
色
し
て
標
本
を

作
り
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
診
断
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

悪
性
腫
瘍
か
良
性
の
病
変
か
、
悪
性

腫
瘍
な
ら
ど
の
よ
う
な
種
類
で
、
ど

の
程
度
悪
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
か

等
を
判
定
し
ま
す
。
ま
た
手
術
で
摘

出
さ
れ
た
臓
器
で
は
、
病
気
の
拡
が

り
や
転
移
の
有
無
な
ど
を
観
察
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
病
変
を

直
接
観
察
し
診
断
す
る
病
理
組
織
学

的
診
断
は
、
最
終
診
断
と
言
わ
れ
、

治
療
方
針
の
決
定
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
の
免
疫

組
織
化
学
染
色
は
、
近
年
行
わ

れ
て
い
る
患
者
さ
ま
個
別
の
治

療
の
選
択
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　

細
胞
診
は
、
日
本
臨
床
細
胞

学
会
認
定
の
細
胞
検
査
士
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
組
織

学
的
診
断
同
様
、
採
取
検
体
を

染
色
後
、
細
胞
の
形
、
配
列
等
を

顕
微
鏡
で
直
接
観
察
し
ま
す
が
、

検
体
の
採
取
が
比
較
的
容
易
で

あ
り
、
検
診
な
ど
に
広
く
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
尿
、
喀

痰
、
胸
水
、
腹
水
な
ど
の
液
状
の

検
体
で
は
、
病
理
組
織
標
本
が

作
り
に
く
い
た
め
、
大
変
有
用

で
す
。
さ
ら
に
病
変
部
を
直
接

穿
刺
し
て
得
ら
れ
た
検
体
を
用

い
て
行
う
、
穿
刺
吸
引
細
胞
診

は
診
断
的
意
義
が
高
く
、
細
胞

診
の
重
要
性
は
、
増
々
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

不
幸
に
し
て
病
気
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
遺
体
を
解
剖
し
、

各
臓
器
を
肉
眼
的
、
顕
微
鏡
的

に
観
察
す
る
こ
と
で
、
死
因
の

解
明
、
病
気
の
全
身
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
把
握
し
、
生
前
の
治

療
の
適
否
、
効
果
の
判
定
を
行

い
、
今
後
の
医
療
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
が
ん
の
治
療
は
、

が
ん
の
発
生
し
た
臓
器
や
組
織

型
、
病
変
の
拡
が
り
の
程
度
な

ど
に
基
づ
き
、
手
術
、
化
学
療

法
、
放
射
線
治
療
な
ど
が
選
択

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近

年
、
個
々
の
が
ん
の
遺
伝
子
の

変
化
（
遺
伝
子
変
異
）
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
患
者
様
個
別
の

手
術
中
に
病
理
診
断
を
行
う
こ
と
も

② 

細
胞
診

③ 

病
理
解
剖（
部
検
）

こ
れ
か
ら
の
病
理
診
断
科

染色機で染色開始！

マイクロ単位の精密さで薄切

手術での切除材料は病理医が入念に切り出します
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ま
せ
ん
が
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
の
家

族
と
の
会
話
と
、
食
後
の
ア
イ
ス
が

一
番
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
慢
で
き
る
よ
う
な
話
で
は
な

い
の
で
す
が
、
何
と
か
研
修
医
に

な
り
働
き
始
め
た
頃
、
自
分
の
知

識
の
な
さ
に
愕
然
と
し
、「
病
気

の
こ
と
を
も
う
一
度
勉
強
し
直
さ

な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

「
病
気
の
こ
と
を
基
本
か
ら
勉
強

す
る
な
ら
病
理
学
か
な
？
」と
考

え
、
当
時
の
鹿
児
島
大
学
病
理
学

第
一
講
座
で
病
理
学
を
勉
強
し
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
大
島

病
院
に
病
理
医
と
し
て
着
任
し
、

そ
こ
で
臨
床
の
先
生
方
や
、
病
理

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
特
別
な
こ
と
は
し
て
い

治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
が
ん
の
遺
伝
子
変
異

を
調
べ
る
検
査
で
は
、
病
理
診
断

で
用
い
ら
れ
た
パ
ラ
フ
ィ
ン
ブ

ロ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、

適
正
な
標
本
を
作
る
こ
と
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
大
切
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
病
理
部

門
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
よ
り
良
い

標
本
を
作
製
し
、
遺
伝
子
検
査
に

対
応
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、

近
年
の
医
療
の
進
歩
に
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
診
療
科
や

職
種
の
垣
根
を
越
え
た
チ
ー
ム
医

療
は
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
院
内
各
科
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、
臨
床
現
場
に

即
し
た
よ
り
良
い
病
理
診
断
を

行
う
よ
う
心
が
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
川
薩
地

区
唯
一
の
病
理
診
断
科
で
す
の

で
、
院
外
の
先
生
方
か
ら
の
要
求

に
も
で
き
る
だ
け
お
応
え
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
必
要
な
時

は
ぜ
ひ
ご
相
談
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に

何
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

ま
ず
先
生
が
病
理
医
を

目
指
し
た
理
由
、き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

扁平上皮癌（皮膚）

ビクトリアブルー染色（大腸癌の静脈侵襲）

淡明型腎細胞癌（腎）

リンパ節転移（大腸癌）

腺癌（大腸）

免疫組織化学染色（乳腺, HER2）

　
さ
て
こ
こ
か
ら
は
先
生
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
少
し
お
話

を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
ど
こ
で
お
会
い
し
て
も
き

ち
ん
と
挨
拶
、
丁
寧
に
対
応
さ
れ
る

畠
中
先
生
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
研
修
医
時
代
の
意
外
な
悩
み

も
明
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時

か
ら「
医
師
と
い
う
し
ご
と
」に
真
っ

直
ぐ
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ま

に
も「
病
理
医
の
し
ご
と
」
を
、
少

し
身
近
に
感
じ
て
頂
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

出来上がった標本を注意深く観察します

バニラやチョコ、ソーダ味など、
その日の気分で選んでいます
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臨
床
工
学
技
士
が
制
定
さ
れ
た
の
は
1
9
8
7

年
と
比
較
的
新
し
い
医
療
職
種
で
す
。略
称
で
M
E

も
し
く
は
C
E
と
呼
ば
れ
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士

法
で
は
、「
医
師
の
指
示
の
下
に
、生
命
維
持
管
理
装

置
の
操
作
及
び
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
を
業
と
す

る
者
」と
定
義
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
の
仕
事
内

容
を
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
、「
安
全
に
整
備

し
た
装
置
を
駆
使
し
、
患
者
様
の
い
の
ち
を
守
る
お

仕
事
」で
す
。
詳
し
い
業
務
内
容
に
関
し
て
は
当
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
M
E
室
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

　
生
命
維
持
管
理
装
置
を
扱
う
場
面
は
緊
迫
し
た
状

況
が
多
く
、
素
早
い
装
着
、
適
切
な
設
定
判
断
を
求

め
ら
れ
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
値
か
ら
適
切
に
患
者
様
の

状
態
を
読
み
解
く
力
、
機
器
に
関
す
る
知
識
だ
け
で

な
く
、医
学
に
関
す
る
勉
強
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
機
器
点
検
の
際
は
、
見
て
・
触
っ
て
・
聴
い
て
・

わ
た
し
の
お
し
ご
と

臨
床
工
学
技
士

仮か
り
や屋 

章あ
き
と
し敏

院
内
の
様
々
な
お
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
第
六
回
は
、 

臨
床
工
学
技
士
・

仮
屋
さ
ん
で
す
。

あ
な
た
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
？

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

　
現
在
、
消
化
器
内
視
鏡
技
師
の
資
格
取
得
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
内
視
鏡
技
師
と
し
て
認
定
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
治
療
を
皆
さ
ま
に
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の「niji

」を

通
し
て
、
臨
床
工
学
技
士
に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

医
療
、全
国
の
災
害
医
療
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
近
年
、
医
師
の
業
務
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
タ
ス

ク
シ
フ
ト
の
動
き
が
全
国
各
地
で
活
発
化
し
、
Ｃ

Ｅ
・
Ｍ
Ｅ
は
様
々
な
医
療
分
野
で
活
躍
で
き
る
職

種
と
な
り
ま
し
た
。
現
場
需
要
が
高
い
事
は
も
ち

ろ
ん
、
更
な
る
業
務
拡
大
に
積
極
的
に
参
画
で
き

ま
す
。
自
ら
の
手
で
生
命
維
持
管
理
装
置
を
操
作

し
、
い
の
ち
を
繋
ぎ
、
患
者
様
が
元
気
な
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
た
時
は
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

嗅
い
で
の
四
感
を
駆
使
し
、
普
段
気
付
か
な
い
異

音
・
異
臭
・
故
障
に
気
づ
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
誰
し
も
自
分
の
体
に
繋
が
れ
た
医
療
機
器
を
操
作

さ
れ
る
と
、
不
安
や
恐
怖
を
感
じ
て
当
然
だ
と
思
い

ま
す
。
重
症
度
が
高
く
、
意
思
の
疎
通
が
困
難
な
状

態
の
患
者
様
で
あ
っ
て
も
、
声
を
か
け
な
が
ら
一
つ

一
つ
の
作
業
を
行
い
、
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
、
最
後
に
読
者
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

仮屋  章敏

多趣味で雑多人間。
スニーカーが大好き
です！念願の日本Ｄ
ＭＡＴ隊員になれま
した！
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趣味 / 特技
おいしいものを
食べること
おしゃべり

趣味 / 特技

カフェ巡り
温泉

新任Dr.紹介

Ａ

：

1
階
・
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
外
来
・
病
棟

で
の
お
預
か
り
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

　
　「
診
断
書
作
成
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
所
定
の
用
紙（
保
険
会
社
等
の
指
定
用
紙
）を
添

え
て
お
申
し
込
み
頂
き
ま
す
。（
病
院
所
定
の
診
断
書

は
除
く
）

　
注
意
事
項

	
・�

入
院
に
関
す
る
診
断
書
・
証
明
書
は
退
院
日
以
降

の
依
頼
と
な
り
ま
す
。

	

・�
傷
病
手
当
金
支
給
申
請
書
は「
労
務
不
能
と
認
め
た

期
間
」を
過
ぎ
て
か
ら
の
依
頼
と
な
り
ま
す
。

	

・
原
則
、
料
金
は
前
払
い
で
す
。

診
断
書
や
証
明
書

は
ど
こ
へ
頼
め
ば

い
い
で
す
か
？

　
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
元
気
を
支
え
る
一
品
を

ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
第
八
回
は
市
田
先
生

と
斎
藤
先
生
で
す
。

私の元気のモトは、
カレーです。味も良くて
忙しい時でもすぐに
食べられるので、
助かっています。

写真は市販のものです。

コーヒーです。
休みの日は、

コーヒーを買って、
子供と公園で遊んで
リフレッシュします。泌尿器科 消化器内科

斎藤先生 市田先生

はじめまして!!産婦人科の弓指
と申します。鹿児島生まれ鹿児
島育ちの、生粋の鹿児島県民で
す。皆さんが元気になれる手助
けができるよう、精一杯頑張り
ます。見かけたら気軽に話しか
けて下さい♪

研修医１年目の堀ノ内です。薩
摩川内市出身で、地元に研修医
として戻ってこれて嬉しく思っ
ています。３ヶ月間よろしくお
願い致します。

Ｑ

ち
ょ
っ
と

教えて！

弓
ゆみさし

指 里
り ほ

萌堀
ほりの う ち

ノ内 萌
も え り

里
産婦人科研修医

診断書作成依頼書
見  本
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信頼と連携の輪

伊達病院
　当医院は地域密着型の医院として、川内市神田町の地に伊達外科として開業そ
の後、昭和57年に伊達病院となり、はや40年が過ぎました。現在も切れ目のない
医療、介護を目指し自宅、施設復帰を目指しこれからも診療していきたいと思って
おります。当院では入院施設（一般病棟、療養病棟）はもちろん、通所リハビリテー
ション、関連施設として特別養護老人ホーム福和園もあります。リハビリにも力を
入れ理学療法士、作業療法士、鍼灸師等スタッフも充実しています。入院等相談等
ございましたら入退院調整の社会福祉士が常駐しており他、医療機関、施設と連携
をとっています。 

　今年で34年目を迎える内科・血液透析・消化器内科を専門とする医院です。一番
身近なかかりつけ医として、患者さんの状態をしっかりと把握し、寄り添える医療を
心がけています。
　健康診断、風邪、生活習慣病を中心とした内科疾患から、慢性腎臓病、特に慢性維
持透析の管理に力を入れています。また消化器専門医の常勤に伴い、内視鏡室を新設
し、消化器疾患の診療にも尽力しております。丁寧且つ精度も高い検査で、患者さん
にとって疼痛や不快感が少ないことを重視しています。
　診療連携・病診連携の体制を整え、患者さんに必要で安心な医療を提供できるよう
に努めています。
◉地域の交通事情や高齢化に伴う通院困難な透析患者さんのニーズに応えるため、送
迎を行っています。
◉健康管理に役立ててもらうために、管理栄養士による栄養指導を行っています。
◉鍼灸・マッサージ師によるマッサージのサービスを行っています。

伊達病院
TEL：0996-23-7171
〒 895-0052　鹿児島県薩摩川内市神田町 4 番 25 号
https://hpdate.wixsite.com/hpdate
■ �診療科目　内科・外科・整形外科・胃腸内科
■ 診療時間
　 月曜日～土曜日　 9：00 ～ 12：00　
　　　　　　　　　14：00 ～ 18：00
■ 休 診 日   日曜日・祝祭日

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

森田内科医院

森田内科医院

院長
森田 隆久 先生

TEL：0996-22-0559
〒 895-0076　薩摩川内市大小路 2191
■ �診療科目　内科・消化器内科・血液透析 
■ 診療時間
　 【平日】　     〈午前〉   9：00 ～ 12：30　　    　　　
　　　　 　     〈午後〉14：00 ～ 17：30
　 【木・土曜】〈午前〉   9：00 ～ 12：30
■ 休 診 日   日曜・祝日

院長
土持 雅昭 先生
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　昭和 23 年 11 月、当院は共同募金の支援により、川薩地域の公的医療機関として、大小路町
（現在の川内看護専門学校付近）に開設されました。当時は内科・小児科 1 床の診療所で、医師
1名、看護師1名での船出でした。その後、幾多の困難を乗り越えつつ、市の復興と共に発展し、
本年で創立 75 周年を迎えます。そこで開設当初からの歩みを、市の歴史と共に写真で振り返
りたいと思います。

【出典】川内市市制五十周年記念「写真で見る昭和の川内市」 編集：川内市歴史資料館　発行：鹿児島県川内市　平成2年2月11日
【参考資料】「川内市史（下巻）」 編さん者：川内郷土史編さん委員会　発行者：鹿児島県川内市　発行：昭和55年3月20日
　　　　　 「目で見る川内・薩摩郡の100年」 発行人：神津良子　発行所：（株）郷土出版社　発行：平成16年5月20日

〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp

済 生 会 川 内 病 院 広 報 誌
第６2 号 2023 年３月 1 日 発 行niji nijiへの

ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

感謝を込めてこれからも地域と共に

昭和20年 米軍による市街地爆撃の撮影記録
（向田方面）　　　　　　　　アメリカ国防省提供

昭和30年代 診療所時代

昭和30年代頃 池上院長
（昭和26年～昭和40年）とスタッフ達

昭和32年3月 呼吸器科を増設（病床18床）
旧建物を増改造して木造一部２階建てを増築

　昭和 20 年 3 月 18
日に始まった米軍に
よる本市への空襲
は、6 月 か ら 8 月 に
かけ、更に激しいも
のとなった。川内駅
に百キロ爆弾が投下

されるなど、主な交通機関や工場、公共施設等が破壊され、
市街地は一面焼け野原と化した。

　診療所時代の最
も古い写真であろ
う 1 枚。数 名 の 男
女が診療所の看板
を背に立ち、こち
らを見ている。土
手に腰掛けそれを

見上げている、どてら姿の男性が印象的である。

　積まれた材木の
上 に 腰 掛 け 微 笑
む、池上院長とス
タッフの貴重な一
枚。材木は当時行
われていた増改築
用 の 資 材 だ ろ う

か。戦後の復興途上にあり、また当院の拡張工事計画に
対し反対運動が起こるなど、苦しい局面も迎えた時代で
はあったが、写真に映る表情は穏やかで、おおらかな雰
囲気に包まれている。

　向田新道通り（国
道 3 号線）の拡幅工
事（昭和25年頃）や、
第 5 代太平橋の架け
替 え 工 事（ 昭 和 26
年 ）が 行 わ れ る な
ど、戦後の復興期に

あったこの時代。診療所の玄関前では、白衣を着た男性が
バイクに乗っている。また、見えにくいが、各窓からは看
護師らしき女性達が顔をのぞかせている。

〈 昭和 20－30 年代　 診療所時代 〉

創立 75周年


